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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

取取取りりり付付付けけけ
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – 昇降アームからカッティングユニットを取
り外します。

ボルト3/8-16 x 1 -3/4" 2
ロックナット3/16" 2
CV 駆動シャフト 12
ロールピン3/16 x 2-1/4" 1

CV シャフトを交換します。

ボルト1/2-13 x 3/4" 2
ロックワッシャ½" 2
平ワッシャ9/16 x 1-3/8" 2
ヘアピンコッター 2
クレビスピン5/16 x 1-22/25" 2
サポートロッド 2
ボルト1/2-13 x 1" 2
クレビスピン 2
ボルト3/8-16 x 1-3/4" 2
ロックナット3/16" 2
ロールピン3/16 x 2-1/4" 1

3

アタッチメントフレーム 1

昇降アームにアタッチメントフレームを
取り付けます。

駆動シャフトアセンブリ 1
ロールピン 1
ボルト5/16 x 1¾" 24
ロックナット5/16" 2

駆動シャフトをブロアのギアボックスの
シャフトに取り付けます。

取り付けプレート 1
ボルト½ x 1¼" 45
ロックナット½" 4

ブロアのフレームに取り付けプレートを
取り付けます。

ブロアアセンブリ 1
ロッキングピン 16
ヘアピンコッター 1

ブロアをトラクションユニットに取り付け
ます

コンソールのワイヤハーネス 1
ブロアのワイヤハーネス 1
ケーブルタイ 10
スイッチ 1
ヒューズ 1

7
ヒューズブロック 1

ワイヤハーネスを配設します。
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重重重要要要 こここのののキキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる前前前ににに、、、トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト
ににに5個個個のののウウウェェェイイイトトトP/N 24-5790-01ががが搭搭搭載載載ささされれれててていいいるるるこここととと
ををを確確確認認認しししくくくだだださささいいい。。。

注注注 ユニットにまだ昇降アームが取り付けられていない
場合には、以下を先に取り付けてください

• 117–0806 左側昇降アームアセンブリ

• 117-0800 右側昇降アームアセンブリ

上記アームをグランドマスター 3280-D 取り付けるのに
必要なピンは、このキットに含まれています。

• P/N 98-23302個
• P/N 3272-242個

1
昇昇昇降降降アアアーーームムムかかからららカカカッッッテテティィィンンングググユユユ
ニニニッッットトトををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降

下させ、昇降レバーをフロート位置にセットし、
駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止し、キー
を抜き取る。

2. 各刈高ロッドの上部についているボルトとワッシャ
を外す図 1。

g029538

図図図 1

1. 昇降アーム 7. ヘアピンコッター

2. キャスタアームブラケット 8. 刈高カラー

3. 刈高ロッド 9. クレビスピン

4. 昇降アームパッド 10. ヘアピンコッター

5. スラスト・ワッシャ 11. ボルト

6. クレビスピン

3. 刈高カラーをカッティングデッキ後部の刈高ロッ
ドに固定しているヘアピンコッターとクレビスピン
を取り外す図 1。

4. 刈高カラーを取り外す。

注注注 これらは、アタッチメントフレームの取り付けに
必要となります。

5. 昇降アームをキャスタアームブラケットに固定して
いるヘアピンコッターとクレビスピンを外す図 1。

注注注 これらは、アタッチメントフレームの取り付けに
必要となります。

6. トラクションユニットの下からデッキを引き出し、
PTOのオスメスの接続部を分離する。
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危危危険険険
PTOシシシャャャフフフトトトがががアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトのののギギギアアアボボボッッックククスススににに接接接続続続
ささされれれるるるまままでででははは、、、エエエンンンジジジンンンををを始始始動動動しししてててPTOレレレバババーーーををを
操操操作作作しししてててはははななならららななないいい。。。

エエエンンンジジジンンンををを始始始動動動しししてててPTOががが回回回転転転すすするるるととと重重重大大大ななな人人人身身身
事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

2
CV シシシャャャフフフトトトををを交交交換換換すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト3/8-16 x 1 -3/4"

2 ロックナット3/16"

1 CV 駆動シャフト

1 ロールピン3/16 x 2-1/4"

手手手順順順
1. 既存の駆動シャフトを機体から外す。

2. 新しい CV駆動シャフトを代わりに取り付けて、ボ
ルト3/8–16 x 1–3/4"2本、ロックナット3/8–16"2
個、ロールピン3/16 x 2–1/4"で固定する。

g029541

図図図 2

1. 既存の駆動シャフト 4. ボルト3/8-16 x 1 -3/4"
2. CV 駆動シャフト 5. ロールピン3/16 x 2-1/4"
3. ロックナット3/16"

3. ボルトとロックナットを 51-65 N·m5.3-6.6 kg.m =
38-48 ft-lbにトルク締めする。

4. CV シャフトの推奨グリスポイントすべてにグリ
スを塗るアタッチメントのオペレーターズマニュ
アルを参照。
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3
昇昇昇降降降アアアーーームムムにににアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトフフフ
レレレーーームムムををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト1/2-13 x 3/4"

2 ロックワッシャ½"

2 平ワッシャ9/16 x 1-3/8"

2 ヘアピンコッター

2 クレビスピン5/16 x 1-22/25"

2 サポートロッド

2 ボルト1/2-13 x 1"

2 クレビスピン

2 ボルト3/8-16 x 1-3/4"

2 ロックナット3/16"

1 ロールピン3/16 x 2-1/4"

1 アタッチメントフレーム

手手手順順順
1. アタッチメントフレームの後チューブの各端部にサ

ポートロッドを入れる図 3。

注注注 貫通口が上になるように入れてください。

2. 各サポートロッドの下端部を、アタッチメントフレー
ムのチューブに仮止めするボルト1/2–13 x 1"、
ロックワッシャ1/2"、平ワッシャ9/16 x 1–3/8"を使
用して図 3のように取り付ける。

3. 昇降アームの下にアタッチメントフレームをセッ
トする。

4. 昇降レバーをフロート位置にセットする。昇降アー
ムを押し下げて、昇降アームについている穴とア
タッチメントフレームのブラケットについている穴を
整列させ、昇降アームのパッドにサポートロッド
を挿入できるようにする図 3。

5. クレビスピンを使って、昇降アームをアタッチメン
トフレームのブラケットに固定する図 3。

6. アタッチメントフレームのブラケットのスロットにヘ
アピンコッターを入れ、ピンを固定する図 3。

g029543

図図図 3
図は右側昇降アーム

1. ボルト1/2-13 x 3/4" 7. ボルト1/2-13 x 1"
2. ロックワッシャ½" 8. クレビスピン

3. 平ワッシャ9/16 x 1-3/8" 9. ヘアピンコッター

4. 刈高カラー 10. 昇降アーム

5. クレビスピン5/16 x 1-22/25" 11. アタッチメントフレーム

6. サポートロッド

7. もう一方の昇降アームにも同じ作業を行う。

8. トラクションユニットを始動し、アタッチメントフレー
ムを上昇させる。

9. アタッチメントフレームの後部を押し下げ、昇降
アームのパッドにサポートロッドを通す。

10. サポートロッドに刈高カラーを取り付け、クレビス
ピンとヘアピンコッターで固定する図 3。

注注注 クレビスピンは頭をアタッチメントフレームの前
方に向けてください。

11. 図 3のように、サポートロッドをアタッチメントフ
レームのチューブに固定しているボルトを、75
Nm14.1 kg.m = 102 ft-lbにトルク締めする。

12. 各サポートロッドの上部に、ボルト1/2–13 x
3/4"、ロックワッシャ1/2"、平ワッシャ9/16 x
1–3/8"を取り付ける図 3。

13. トラクションユニットのエンジンを停止する。
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14. CVシャフトをシャフトに接続して、ロールピン3/16
x 2–1/4"、ボルト3/8–16 x 1–3/4"2本、ロックナッ
ト3/8–16"2個で固定する。

15. ボルトとロックナットを 37-44 N·m4.6 kg.m = 33
ft-lbにトルク締めする。

4
駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトをををブブブロロロアアアのののギギギアアア
ボボボッッックククスススのののシシシャャャフフフトトトににに取取取りりり付付付けけけ
るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 駆動シャフトアセンブリ

1 ロールピン

2 ボルト5/16 x 1¾"

2 ロックナット5/16"

手手手順順順
1. 駆動シャフトを出荷用クレートに固定しているケー

ブルタイを外す。

2. ギアボックスのシャフトに駆動シャフトを差し込む。

g023911

図図図 4

1. ロールピン3/16 x 1-1/2" 4. ボルト5/16 x 1-3/4"
2. 安全チェーン 5. ロックナット5/16"
3. 駆動シャフト 6. ギアボックスのシャフト

3. ギアボックスのシャフトについている取り付け穴と
駆動シャフトの取り付け穴とを整列させる。

4. ロールピンで固定する (図 4)。
5. 駆動シャフトをギアボックスのシャフトに固定す

るボルト5/16 x 1–3/4"2本、ロックナット5/16"2
個、ロールピン3/16 x 1–1/2"を使用して図 4のよ
うに取り付ける。

6. ボルトとロックナットを 18-25 N∙m2.1-2.5 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。

7. 駆動シャフトをまとめているケーブルタイを外す。

8. 安全ンチェーンをブロアフレームに固定する図 4。

5
ブブブロロロアアアのののフフフレレレーーームムムににに取取取りりり付付付けけけプププ
レレレーーートトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 取り付けプレート

4 ボルト½ x 1¼"

4 ロックナット½"

手手手順順順
1. 取り付けプレートを出荷クレートに固定しているボ

ルトを外す図 5。

g021682

図図図 5

1. 取り付けプレート

2. 図 6に示すように、取り付けプレートをブロアのフ
レームに固定するボルト1/2 x 1-1/4"4 本とロック
ナット1/2"4個を使用する。

注注注 取り付けプレートの左右でそれぞれ下側の取
り付け穴を使用してください。

3. ボルトを 92-113 N·m9.4-11.3 kg.m = 68-82
ft-lbにトルク締めする。
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g021677

図図図 6

1. 取り付けプレート 3. ロックナット4個
2. ボルト4 本

6
ブブブロロロアアアをををトトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトににに
取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ブロアアセンブリ

1 ロッキングピン

1 ヘアピンコッター

手手手順順順
1. 機体前部についているアタッチメントをすべて外

す。

2. アタッチメントのアダプタの後ろにトラクションユ
ニットを停車する。

3. トラクションユニットのアダプタを上昇させてアタッ
チメントアダプタに嵌め合わせる。

注注注 ジャッキスタンドをキャスタよりも少し高くすると
アダプタを楽に取り付けることができます。

4. アダプタにロッキングピンを通して、ヘアピンコッ
ターで固定する図 7。

g023910

図図図 7

1. ロッキングピン 2. ヘアピンコッター

5. 駆動シャフトをクイックアタッチフレームに取り付け
るクイックカップラをシャフトに嵌めれば良い図 8。

g021678

図図図 8

1. 駆動シャフト 2. クイックアタッチフレームの
シャフト

6. 安全ンチェーンをクイックアタッチフレームに固
定する図 8。
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7
ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを配配配設設設すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 コンソールのワイヤハーネス

1 ブロアのワイヤハーネス

10 ケーブルタイ

1 スイッチ

1 ヒューズ

1 ヒューズブロック

手手手順順順
1. コンソールのワイヤハーネスを、昇降フレームか

ら機体に沿って導く。

2. ヒューズブロックにコネクタを取り付ける図 9。

g029724

図図図 9

1. ヒューズ 5. アース

2. ヒューズブロック 6. ヒューズブロックへ

3. スイッチ 7. アタッチメントへ

4. スイッチ用コネクタ

3. ヒューズブロックにヒューズを取り付ける図 9。

注注注 既存のヒューズブロックに未使用のスロットが
ない場合には、キットに入っている新しいヒューズ
ブロックを取り付ける。

4. アール用リング端子をアース用ブロックに接続
する図 9。

5. コントロールパネルの打ち抜きプラグを打ち抜い
て、出来た穴にスイッチを嵌め込み、コンソール
のワイヤハーネスをスイッチに接続する図 10。

g029725

図図図 10

1. PTOスイッチ　―　ブロア
ON/OFF

3. スイッチ

2. 打ち抜きプラグ

6. ケーブルタイを使用して、コンソールのワイヤ
ハーネスを機体と昇降アームに固定する図 11。

g029763

図図図 11

1. コンソールのワイヤハーネ
ス

3. ブロアのワイヤハーネス

2. ハーネスのコネクタ
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7. ブロアのワイヤハーネスをシュートモータに接続し
てから、コンソールのワイヤハーネスに接続す
る図 11。

8. ブロアのワイヤハーネスをアタッチメントフレーム
にケーブルタイで固定する。

製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

g029764

図図図 12

1. PTOスイッチ　―　ブロア
ON/OFF

2. ブロアのシュートの左右コ
ントロール
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